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　2月／。2日。全日本写真連盟関東本部の愛好家が

大挙して来市。そして＼激写。

　ほんやら洞は「十日町のPRになれば」と、西本町

周辺の青年会＼＼稲和会、＼の人たちが．豪雪の中．夜な

べ仕事で協力しました。

　写真家にとって．雪国の冬の行事や景色など＼とに

かく砥雪＼＼は最高の素材の一つだそうです。
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目
一

　
一
月
十
一
日
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
。
一
時
＼
小
康
状
態
で

ほ
っ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
．
ま
た
降
り
や
ま
ぬ
雪
に
＼
二
十
六

日
午
前
九
時
に
は
十
臼
町
試
験
地
で
積
雪
三
〇
五
考
を
記
録
。
市

民
生
活
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
．
正
午
に
は
豪
雪
災
害
対
策
本

部
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
そ
し
て
＼
翌
二
十
七
日
に
は
県
災
害
救

助
条
例
も
適
用
さ
れ
三
年
続
き
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
豪
雪
の
た
め
一
一
十
七
日
に
は
願
入
で
．
雪
崩
に
よ
り
牛
舎

が
全
壊
し
肉
牛
が
十
三
頭
犠
牲
に
。
二
月
一
日
に
は
雪
ぴ
落
し
の

作
業
中
．
一
名
の
方
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
住
む
限
り
．
忘
れ
て
い
て
も
雪
は
降
り
ま
す
。
年
々
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

除
雪
機
械
や
各
種
装
置
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
の

力
を
借
り
な
が
ら
．
一
方
で
は
一
人
ひ
と
り
の
“
克
雪
魂
”
を
結

集
し
．
克
雪
地
域
つ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
豪
雪
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
…
…
。

難
灘
、

　
蓼
樋
藻
　
　
．

　
　
　
，
　
譲
薦

顛　畿鱒縫鞭

運賑必死の除雪作業

織
欝

麟

山田善太郎さん
　（東枯木又）

道
路
確
保
が
生
命
線

　
「
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

家
や
公
共
施
設
の
除
雪
、

手
不
足
の
民

雪
崩
危
険
箇

疽

一

所
の
点
検
な
ど
が
任
務
で
す
」
。
冬
期

集
落
保
安
要
員
に
な
っ
て
五
年
目
。
ま

た
七
年
目
と
い
う
枯
木
又
除
雪
組
合
長

も
兼
ね
、
雪
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
と
か
。

　
「
自
分
の
屋
根
も
、
約
一
・
五
㌶
の

雪
を
七
回
下
ろ
し
ま
し
た
。
道
路
除
雪
、

学
校
の
雪
下
ろ
し
と
、
人
の
家
ま
で
は

な
か
な
か
手
が
回
ら
ん
状
況
で
す
」
。

　
夏
場
は
車
で
三
十
分
の
市
街
地
が
、

冬
場
は
、
新
水
発
九
時
五
分
の
バ
ス
に

乗
る
た
め
に
七
時
に
は
家
を
出
発
。
こ

の
た
め
、
病
気
か
余
程
の
用
事
の
な
い

難
撚

　
　
　
　
鱗

　
　
騰
鞭
．
掛

限
り
は
閉
じ
込
も
り
に
な
る
そ
う
で
究

　
「
と
に
か
く
道
路
確
保
で
す
。
ブ
ル

一
台
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
三

十
馬
力
位
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
れ
ば
ま

だ
苦
し
ま
ず
に
す
み
ま
す
。
そ
れ
で
家

の
周
り
の
排
雪
も
で
き
ま
す
。
屋
敷
が

広
く
て
も
下
ろ
す
だ
け
で
手
一
杯
な
ん

で
す
」
。
東
・
西
枯
木
又
で
人
足
と
な

れ
る
人
は
八
人
と
の
こ
と
。

　
「
余
談
で
す
が
、
街
中
の
道
沿
い
の

雪
積
み
を
見
る
た
び
に
、
も
し
地
震
が

来
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ー
ッ
と
し
ま
す
」
。

雪
上
車
は
地
域
の
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
　
燃
射
ゆ
人
烈

　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
口
（

阿

　
「
市
の
雪
上
車
を
使
っ
て
、
東
・
西

枯
木
又
の
約
五
．
。
の
道
路
圧
雪
と
患
者

輸
送
が
仕
事
で
す
。
圧
雪
は
、
毎
朝
五

時
半
と
子
供
の
下
校
に
合
わ
せ
た
二
時

過
ぎ
。
輸
送
は
火
・
金
曜
日
で
す
」
。

し
か
し
、
異
常
降
雪
の
日
は
二
回
が
三

回
に
、
そ
し
て
二
㌶
近
い
新
雪
に
悪
戦

苦
闘
を
す
る
こ
と
も
。

　
「
輸
送
の
日
、
バ
ス
に
乗
れ
な
い
人

を
病
院
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
ん
な
日
は
出
ず
っ
ぱ
り
に

な
り
ま
す
ね
」
。

　
枯
木
又
除
雪
組
合
の
数
少
な
い
要
員

で
も
あ
り
、
道
路
除
雪
や
学
校
等
の
雪

下
ろ
し
作
業
も
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
仕
事
は
二
年
目
。
そ
れ
ま
で

は
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
金
銭

を
考
え
れ
ば
出
稼
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
　
『
若
い
者
が
や
ら
ね
ば
』

毎
朝
そ
ん
な
気
持
ち
で
起
き
て
い
ま
す
。

　
無
雪
に
な
ら
な
い
限
り
、
雪
上
車
は

”
私
た
ち
の
足
”
で
す
か
ら
ね
。
人
命

尊
重
を
第
一
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」
。
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遠田貞一郎さん
　　（川治上町）

　
国
道
機
械
排
雪
組
合

　
　
　
　
　
　
　
を
組
織

　
川
治
上
町
、
中
町
、
下
町
の
国
道
沿

い
の
九
十
四
世
帯
の
人
た
ち
は
、
　
『
川

治
地
区
国
道
機
械
排
雪
組
合
』
を
組
織

し
て
、
約
一
キ
。
の
道
の
り
を
ダ
ン
プ
カ

ー
で
排
雪
し
て
い
ま
す
。

　
「
冬
に
な
る
と
道
が
狭
く
な
り
、
困

っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
市
と
相
談
し

て
、
試
験
的
に
地
元
で
ダ
ン
プ
費
用
の

四
割
を
負
担
す
る
方
式
で
排
雪
を
行
い

ま
し
た
。
約
十
万
円
の
地
元
負
担
と
な

り
ま
し
た
が
大
助
か
り
で
し
た
ね
」
。

　
市
で
は
、
道
路
除
雪
費
の
負
担
の
公

平
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
国
・

県
・
市
道
の
排
雪
は
、
ダ
ン
プ
カ
i
費

用
の
四
割
を
地
元
で
負
担
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
「
今
年
も
す
で
に
二
回
行
い
ま
し
た
。

国
道
で
も
あ
り
人
家
も
多
い
の
で
、
道

路
の
確
保
は
重
要
で
す
。

　
雪
下
ろ
し
も
、
流
雪
溝
使
用
も
市
民

一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い
に
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
」
。

雪の中、深夜まで続く排雪作業

五

・
、
田岩田市松さん

　（五軒新田）

　
自
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
で
共
同
除
雪

　
「
あ
い
に
く
の
三
年
続
き
の
豪
雪
で

す
が
、
こ
こ
の
道
路
は
き
れ
い
で
し
ょ

う
」
。
道
路
沿
い
の
人
た
ち
が
、
共
同

で
買
っ
た
”
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
”

で
、
自
力
で
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

おらどこの道は、おらの手で

　
「
四
年
前
か
ら
、
自
分
た
ち
の
道
は

自
分
た
ち
で
処
理
し
よ
う
と
、
共
同
で

買
っ
て
始
め
ま
し
た
。
今
の
機
械
は
市

の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
、
去
年
の
十

二
月
に
買
い
換
え
た
も
の
で
す
。
性
能

も
一
段
と
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
ね
」
。

　
本
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
補
助
事
業

は
ー
五
世
帯
以
上
あ
る
町
内
会
な
ど

が
共
同
で
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
を

購
入
す
る
場
合
、
購
入
費
の
三
〇
％
以

内
を
補
助
す
る
ー
も
の
で
す
。

　
　
「
約
一
〇
〇
材
を
、
三
十
分
か
ら
一

時
問
で
や
れ
ま
す
。
家
の
前
に
雪
が
な

く
、
気
持
ち
良
く
生
活
で
き
る
の
が
あ

り
が
た
い
で
す
。

　
克
雪
対
策
を
進
め
る
た
め
に
も
主
要

道
路
は
県
や
市
が
行
い
、
小
路
は
町
内

や
近
所
で
機
械
を
買
っ
て
処
理
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
械
は
操
作
も

簡
単
で
手
軽
に
使
え
る
の
で
、
排
雪
場

所
さ
え
あ
れ
ば
大
変
に
便
利
で
す
」
。

燕
田村順一さん
　（西本町1）

子
供
た
ち
を

　
　
　
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
「
三
学
期
中
『
冬
期
登
校
交
通
安
全

指
導
』
と
名
づ
け
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に

二
人
一
組
の
父
兄
が
交
替
で
登
校
時
に

出
て
い
ま
す
」
。
五
十
五
年
二
月
の
児

童
の
不
幸
な
事
故
死
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、

父
兄
が
自
主
的
に
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
「
高
田
町
、
越
後
交
通
の
交
差
点
な

ど
、
交
通
量
の
多
い
五
ヵ
所
の
地
点
で

行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の
父
兄
が
一
冬

に
三
回
程
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
あ
い
さ
ゴ

つ
運
動
も
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
ま
す
の

で
、
　
“
お
は
よ
う
、
お
は
よ
う
”
と
口

の
方
も
忙
し
い
で
す
」
。

　
歩
道
を
確
保
す
る
た
め
に
、
各
自
の

前
は
で
き
る
だ
け
除
雪
を
し
た
り
、
道

　
’つ
け
を
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　
「
自
分
で
歩
い
て
み
る
と
、
と
く
に

本
町
西
線
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大

変
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
ね
。

車
が
通
る
の
を
子
供
が
待
っ
て
い
る
ん

で
す
。
ハ
ネ
で
び
っ
し
ょ
り
で
す
よ
。

　
歩
道
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま

で
は
私
た
ち
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
が
、

運
転
手
も
子
供
に
配
慮
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」
。
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莚
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携
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欝

婁
、
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難
w
轟
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響
　
　
　
纏
騨
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歩道はまるでラクダのせなか
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第4回定例会

齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

齢
　
市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
．
昭
和
六
十
年
十
二
目
二
十
四
齢

硲
日
か
ら
新
年
一
月
二
十
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
の
会
期
で
開
嚇

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献

齢
か
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
舩

献
　
こ
の
定
例
会
で
は
．
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
条
勢

7
．
．
市
蓑
貝
の
定
数
を
減
少
す
る
条
例
⑫
一
部
を
改
騨

伽
正
す
る
条
例
」
な
ど
議
案
三
十
二
件
　
請
願
三
件
　
陳
情
二
齢

酬
件
意
見
書
犀
が
審
議
さ
蒙
し
た
．
雇
質
聞
は
七
勢

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硲

齢
人
が
質
問
に
立
ち
．
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
卵

献
し
ま
し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

・
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

市
議
会
議
員
定
数
を
2
6
人
に
減
少

轡
　
㊥

　
条
例
関
係

　
■
十
日
町
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改

正
…
…
新
座
三
、
新
座
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
本

年
二
月
開
館
）
に
伴
い
「
新
座

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
を

加
え
ま
し
た
。

　
■
十
日
町
市
附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
改
正
…
…
市
史
の決算説明をする丸山市長

編
さ
ん
、
刊
行
に
つ
い
て
の
審

議
等
を
行
う
「
十
日
町
市
史
編

さ
ん
審
議
会
」
を
加
え
ま
し
た
。

　
■
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
…
…
助
産
費
・

一
〇
万
円
を
「
二
二
万
円
」
に
、

葬
祭
費
・
四
万
円
を
「
五
万
円
」

に
引
き
上
げ
、
本
年
三
月
一
日

か
ら
の
出
産
、
葬
祭
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
■
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
i
設
置
条
例
…
…
塚

原
町
、
十
日
町
市
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
本
年

四
月
事
業
開
始
予
定
）
に
伴
い
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業

開
始
に
よ
り
、
現
在
あ
る
山
本

一
の
、
十
日
町
市
身
体
障
害
者

福
祉
会
館
」
が
廃
止
さ
れ
、
高

田
町
三
西
に
あ
る
「
十
日
町
市

精
神
衛
生
社
会
生
活
適
応
施
設
」

に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
■
十
日
町
市
一
般
職
員
の
給

与
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
…
…
給
料
表
等
の
改
正
に

伴
い
、
一
般
職
員
の
給
与
を
平

均
五
・
四
三
％
引
き
上
げ
、
六

十
年
七
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
十
日
町
市
議
会
議
員
の
定

数
を
減
少
す
る
条
例
の
一
部
改

正
…
…
現
在
の
議
員
定
数
・
二

十
八
人
を
、
二
人
減
ら
し
「
二

十
六
人
」
に
し
ま
し
た
。
こ
の

条
例
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
市
議
会
議

員
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。
　
予
算
関
係

　
■
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

…
…
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
行

わ
れ
た
市
長
選
挙
の
関
係
費
用
、

　　ドロロロロロヨ　　　じロロコロドヨ　　　ドロコロロロコ　　　ドドロコロドヘ

r－i－i　i般i　i質i　i問卜
　　』一－〇一一■　　　』一甲一一一』　　　』一層甲一一■　　　』一一一一一‘
し

：
・大島　清松
：
1・市長の政治姿勢について
：
：三輪　定義
ぱ

：・政治姿勢並びに政策について
し

：・昭和61年度予算編成について
ロ

：佐藤一男
ロ

：・昭和61年度予算編成方針について
ロ

：・国民健康保険特別会計について
し

1・進出企業について
ロ

：大島　昭三
コ

1・市長の政治姿勢について
：
・水野　寛男
：
1・産業、雇用行政について
ロ

：・福祉関係について
じ

：佐藤利雄
セ

：・水道事業について
　

：・保健行政について
耳

ド　　　　　　　　　　　　ゴ

1・教育行政について
：
・竹内　真
：
：・十日町市と国鉄との信濃川利水に
ロ

：　関する契約について
ロ

：・当間地域開発について
ラ

1・市長選挙について
：

八
七
一
万
九
〇
〇
〇
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

　
■
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
…
…
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
四
三
六
六
万
二
〇
〇
〇
円

（
児
童
措
置
費
四
〇
六
三
万
七

〇
〇
〇
円
、
道
路
除
雪
費
七
三

五
六
万
一
〇
〇
〇
円
ほ
か
）
を

増
額
し
、
総
額
を
一
一
九
億
七

一
六
四
万
八
○
○
○
円
と
し
ま

し
た
。

　
■
六
十
年
度
の
各
特
別
会
計

補
正
予
算
…
…

　
o
国
民
健
康
保
険
－
二
七

一
万
四
〇
〇
〇
円
（
国
保
給
付

準
備
基
金
積
立
金
ほ
か
）
を
増

額
し
ま
し
た
。

　
o
下
水
道
事
業
　
　
一
四
二

〇
万
円
（
排
水
設
備
等
設
置
資

金
預
託
金
ほ
か
）
を
増
額
し
ま

し
た
。

　
o
老
人
保
健
　
　
一
四
一
万

五
〇
〇
〇
円
（
医
療
費
支
給
費

ほ
か
）
を
増
額
し
ま
し
た
。

昭和60年のうこき

議 一 請 陳 傍本
会
議
開
決
般
質
願
の
審

情
の
審
聴 委　員　会 開催日数

（定）定例会 催
日
件 問
者
査
状
査
状
者
総務文教常任委員会 7日

（臨）臨時会 数 数 数 況 況 数

建設企業常任委員会 12

3月（定） 7日 34件 15人 1件 一 111人

社会経済常任委員会 12
4月（臨） 1 7 一 一 一 16

苗場山ろく開発事業特別委員会 45月（臨） 1 13 一 一 一 1
6月（定） 4 22 8 3 3 51 産業開発対策特別委員会 6
8月（臨） 1 3 一 一 一 一 克雪対策特別委員会 3
9月（定） 4 22 5 2 一 99 水資源対策特別委員会 3
11月（臨） 1 1 一 一 一 14

市議会議員定数条例審査特別委員会 4
12月（定） 5 33 7 3 2 26

予算・決算審査全員特別委員会 11
計 24 135 35 9 5 318

開催日数

委員会
総務文教常任委員会17日

建設企業常任委員会112

4



　
■
六
十
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
…
…
浄
水
場
建
設
に

伴
う
関
係
費
用
、
三
五
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
■
六
十
年
度
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
…
…
「
十
日
町
市
一

般
職
員
の
給
与
支
給
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正
に
伴
う
給

与
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
合
わ
せ
て
二
二
八
四

万
三
〇
〇
〇
円
を
増
額
し
ま
し

た
。　
■
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
…
…
六
十
年
度
に
発
生
し

た
農
地
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
の
応
急
工
事
計
画
（
四

十
六
箇
所
）
を
決
め
た
こ
と
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一

億
五
七
二
四
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
ニ
コ
億
四
一
九
五
万

八
○
○
○
円
と
し
ま
し
た
。

　
目
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会

計
、
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定

…
…
五
十
九
年
度
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
の
決
算
を
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他

　
■
市
道
の
廃
止
…
…
浅
河
原

北
鐙
坂
線
ほ
か
二
路
線
を
廃
止

し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
認
定
…
…
八
分
島

線
ほ
か
三
路
線
を
認
定
し
ま
し

た
。　
■
土
地
の
買
入
れ
の
変
更

…
…
十
日
町
市
総
合
公
園
用
地

の
昭
和
六
十
年
度
買
収
地
を
三

十
五
筆
、
一
九
、
三
七
五
・
六

一
平
方
㌶
増
や
し
、
合
計
六
十

四
筆
、
三
八
、
〇
六
七
・
六
一

平
方
材
と
し
ま
し
た
。

　
■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　
　
ぶ
ん
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
し
ゅ
う

…
…
武
田
文
雄
氏
、
小
林
賢
秀

氏
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
■
市
立
南
中
学
校
特
別
教
室

棟
の
改
築
に
つ
い
て
…
…
採
択

　
■
昭
和
六
十
一
年
産
米
の
良

質
米
奨
励
金
の
現
行
確
保
に
つ

い
て
…
…
採
択

　
■
昭
和
六
十
一
年
産
米
の
良

質
米
奨
励
金
の
現
行
確
保
に
つ

い
て
…
…
原
案
可
決

0
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0
0
0
0
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
∩
匹
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O
O
O
o
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O
o
O
O
O
o
O
O
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3
0
0
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0
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市
議
会
ミ
ニ
だ
よ
り
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縷）市内各所の豪雪状況を

　　一層の克雪都市づくりを進めるため、

　克雪対策特別委員会（遠田金市委員長）

　では1月29日、昭和町、七軒町、西浦町、

　宮下町等のうず高く積もった雪の道、田

　川取水場、学校町の雪崩危険箇所など、

　市内各所の豪雪状況や除雪作業振りをつ

　ぶさに見て回りました。
OOO口OO⊂＝＝＝⊃OO⊂＝＝二⊃OO⊂＝＝⊃OO口O　O口OO⊂二＝＝》OO⊂＝＝＝⊃OO⊂＝＝＝》OO⊂＝＝＝》00⊂二＝⊃OO⊂＝二＝⊃OO⊂＝＝＝⊃OOO

＊

《
瀞蚤《

き

＊

＠）中、鳥追いを

　1月14日、江道・猿倉地

内では鳥追い行事が。

　洞の周りを回りながら歌

を、そしてもちつきを。元

気一杯の子供たちもこの吹

雪にはまいった様子でした。

る融

撒

エレベーター、展望窓も完備

●敷地面積　2，121．71m2

●鉄筋コンクリート造3階建

　（延床面積　598．60m2）

　1F……相談室、作業室、

調理室、ボランティア室

　2F……図書室、集会室、

室
ル
修
一
研
ホ

ヤ
室
　
”
練
F

訂
　
3

●総事業費　1億4，800万円

　十日町市、川西町、津南町、中

里村を範囲とする「十日町市身体

障害者福祉センター」が塚原町に

完成。1月24日に竣工式が行われ

ました。

　4月1日開所予定。つつじ工房、

つくし園の人たちが訓練に通うほ

か、在宅障害者のデイ・サービス、

障害者団体の育成、ボランティア

の養成等、障害者の地域参加を目

指した事業が行われます。

叢

国士庁が異常降雪を視察難

講
灘
羅
辮

瀞

幣

叢
鱒
．

四全総への

　もり込みを強く要望

灘

　　　　　　嵩
　　　　　　　搬　　　　　　　　肇

熱中央）

　1月22日、国土庁計画調整局（団長・糠谷真平計画課長）

の視察団が、十日町市の融雪屋根実験棟、流雪溝、道路除雪

等の克雪対策、西浦町など市街地の豪雪状況を視察しました。

　この視察は、第4次全国総合開発計画の策定作業を進める

ために行われだもので、20日から22日の3日間、本市をはじ

め10市町村にわたりました。

　丸山市長を先頭に案内、現状を説明。克雪対策を四全総の

中にもり込んでいただきたいと、強く要望しました。

盈＝rお』厚夢』墜昭和61年2月10日5



口
日

所
　
得
　
税

市
・
県
民
税

の
申
告
時
期
で
す

⑦‘．

◎
σ
■

笠

　
昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
、

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
二
月

十
七
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
、
三
月

市・県民税申告相談日程表

3
月
1
5
日
ま
で

十
五
日
で
す
。
　
（
贈
与
税
の
申

告
は
、
二
月
一
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
）

◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
（
所
得
の
あ
っ
た
人
）

①
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

　
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど
の

　
あ
っ
た
人

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外

　
の
所
得
が
あ
っ
た
人

月　麟 時　　闇 串　轡　会　場

2月17日
～
3
月 15日

9：00～4：00
（土曜日は12：00）

十日町市役所（市民ホール）
※日曜日は除きます。

2月27日

10100～2：00 美佐島地区管理センター（赤倉）

9：30～12：00 ニ　　ツ　屋　　公　　民　　館

1：30～4：00 羽　　　根　　　川　　　荘

2月28日
9：30～3：00 下　　条　　出　　張　　所

10100～2：00 生活改善センター（漉野）

3月4日
10100～2：00 鉢　ふ　る　さ　と　会　館

9：30～3：00 山　谷　集　会　　所（吉田）

3月10日 9：30～3：00 馬　　場　　集　　会　　所

3月11日 9：30～3：00 水　　沢　　出　　張　　所

3月12日
9：30～3：00 中　　条　　公　　民　　館

10：00～2：00 克雪管理センター（新水）

④
給
与
所
得
者
で
、
二
ヵ
所
以

　
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
が
あ

　
っ
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ
っ

　
た
人

※
所
得
…
…
一
年
間
に
あ
げ
た

収
入
金
額
か
ら
、
そ
の
収
入
を

あ
げ
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

差
し
引
い
た
も
の
。

◎
収
支
の
記
帳
に
つ
い
て

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を

営
ん
で
い
る
人
は
、
収
入
金
額

と
必
要
経
費
が
所
得
計
算
の
基

本
で
す
の
で
、
必
ず
記
帳
す
る

よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、

市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手

引
」
を
配
布
し
ま
す
。
該
当
事

項
を
も
れ
な
く
記
入
し
、
提
出

期
限
ま
で
に
市
役
所
ま
た
は
市

政
事
務
嘱
託
員
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
記
載
方
法
の
相
談
は

　
日
程
表
の
と
お
り
申
告
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
申
告
会
場
か
市
・
税
務
課
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
書
が
必
要
な
方
は

　
市
・
税
務
課
ま
た
は
各
地
区

公
民
館
（
出
張
所
）
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。◎

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

と
税
金
が
戻
る
人

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
、
予

定
納
税
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
申
告
書

は
二
月
十
七
日
前
で
も
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

圃・鷲
　　　ロ

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

　
人
…
…
支
払
っ
た
医
療
費
が

　
所
得
の
五
％
か
五
万
円
の
ど

　
ち
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超

　
え
て
い
る
と
き
。

固定資産課税台帳の縦覧
　
昭
禰
六
十
一
年
度
圏
定
資
産
税
の
課
税
台
帳
を
、
つ
謬

の
と
お
搬
縦
覧
移
諜
ず
。

膿
縦
覧
場
所
　
市
・
税
務
課

園
期
　
　
聞
　
蔓
月
一
欝
（
圭
盟
ー
藍
十
懸
（
木
）

　
　
　
　
　
　
（
欝
曜
日
、
祝
臼
を
除
く
）

躍
時
　
　
間
　
平
　
懸
…
午
前
八
時
半
ー
午
後
玉
時

　
　
　
　
　
　
土
曜
欝
…
午
前
八
時
半
ー
正
午

　
な
お
、
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
つ
糖
誕
の
審
査
聯
出

期
間
は
、
縦
覧
の
初
日
か
ら
末
田
後
十
臼
ま
膝
の
闘
懸
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

○
昭
和
六
十
年
中
に
土
地
の
地
目
変
更
鞍
謬
が
お
っ
瀧
場

　
合
●
昭
和
六
十
年
中
に
家
屋
の
新
・
増
築
、
取
爆
鑑
わ
琶
難

　
あ
っ
だ
場
合

●
昭
和
六
十
一
年
度
分
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
蓬
償
却

　
資
産

※
市
税
全
般
に
つ
い
て
、
聞
き
た
い
こ
と
や
不
朋
の
点
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
期
間
に
限
ら
ず
お
気
軽
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

　
　
認
盈
五
七
⊥
三
三
⑧
一
三
ー
《
七
欝

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
…
…
そ
の
損
失
額
が
所
得
の

　
一
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。

③
雪
お
ろ
し
経
費
な
ど
が
あ
っ

　
た
人
…
…
そ
の
経
費
が
五
万

　
円
ま
た
は
所
得
の
一
〇
％
を

、
　
超
え
て
い
る
と
き
。

④
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入

　
（
中
古
住
宅
を
含
む
）
し
た
人

　
…
…
所
得
が
八
百
万
円
以
下

　
で
自
分
が
住
む
た
め
に
取
得

　
し
た
人
は
、
三
年
問
に
わ
た

　
り
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末

　
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

※
①
～
④
の
場
合
、
そ
の
証
明

書
も
し
く
は
領
収
書
等
、
確
認

で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

2
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料
第
8
期
分

（
60
年
度
の
最
後
）
の
納
付
月
で
す
。
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ま

日本食

です

　
外
国
が
日
本
食
を

　
　
　
　
注
目
し
て
い
ま
す

　
ご
は
ん
を
主
食
と
す
る
”
日

本
型
食
生
活
”
が
外
国
で
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
等

で
、
外
国
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ

ン
や
す
し
屋
が
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
①
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
②
健
康
面

に
も
す
ぐ
れ
て
い
る
ー
か
ら

で
す
。

　
食
生
活
の
洋
風
化
が

　
成
人
病
の
一
つ
の
原
因
で
す

　
不
思
議
と
外
国
人
に
は
太
っ

た
人
が
多
く
、
ま
た
成
人
病
の

人
も
数
多
く
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

食
生
活
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
最
近
、
日
本
で
も
成
人
病
が

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
も
食
生
活
の
洋
風
化
、

多
様
化
に
よ
る
栄
養
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
原
因
の
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ご
は
ん
は
多
く
の

　
　
　
　
栄
養
を
取
り
ま
す

　
人
間
の
体
は
い
ろ
い
ろ
な
食

べ
物
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
ら
れ
て
こ

そ
、
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ご
は
ん
は
味
が
淡
白
な
せ
い

か
、
塩
味
、
苦
味
、
甘
味
、
辛

味
、
酢
味
、
油
味
の
何
で
も
合

い
ま
す
か
ら
、
お
か
ず
は
、
多

種
多
様
な
食
品
を
ど
ん
な
料
理

方
法
で
作
っ
て
も
、
好
き
き
ら

い
は
別
と
し
て
ご
は
ん
に
合
う

と
言
え
ま
す
。

　
は
し
を
使
う
こ
と
は

　
　
　
　
頭
の
訓
練
で
す

　
「
頭
を
良
く
す
る
に
は
指
先

を
動
か
せ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
は
し
で
い
ろ
ん
な
食
、
べ
物

を
摘
ま
む
こ
と
は
、
手
先
の
器

用
さ
、
頭
の
訓
練
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
は
何
に
し
よ
う
」
。

そ
ん
な
と
き
は
、
つ
ぎ
の
表
の

六
つ
の
食
品
群
の
う
ち
か
ら
・
、

少
な
く
と
も
一
～
二
品
ず
つ
以

6つの基礎食品

上
を
組
み
合
わ
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

食品の類別 食晶の例示
魚・肉・卵 ◎魚、　貝、　糖か、　だこ、　かに、　カ』ま

1
ぼこ、ちくわ
●峯肉、豚肉、鳥肉、ハム、ソーセー婁

群
大　　　　豆

・鶏卵、うず窃卵
・犬豆、豆腐、納豆、生揚げ、がん
もどき

牛乳・乳製品 ・柔乳、スギムミルク、チーズ、ヨ
2 一グルト

群 骨ごと食べら
れる魚

。めざ琶、わかさぎ、しらす干し
注）わかめ、こんぷ、のりなど海草を奮む

3 緑黄色野菜 ・にんじん、　ほうれん草、こまっな、
群 かぼちゃ

そのほかの野菜 。だ鱒こん、はくさい、キャ飛ツ、
4 きゅうり

群 果　　　　物 ・みかん、ウんご、なし、ぶどう、
いちご

5
群

米・パン・めん

い　　　　も
・飯、パン、うどん、そば、スパゲティ

◎さつま験も、じゃがいも、さといも
涯）砂糖、菓子など糖質含量の多い食品を念む

6
油　　　　脂 ・てんぷら油、サラダ油．ラード、

ノ母ター、マーガリン

群 注〉マ葺ネーズ、ドレッシングなど多臆性食品を

　奮む

改正年金シリーズ7

日召61．4．1カ・ら

ミ繋

遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
が
死
亡

し
た
と
き
、
そ
の
人
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
十
八
歳
未
満
の
子
供

（
身
体
障
害
の
子
供
は
二
十
歳

未
満
）
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
十

八
歳
未
満
の
子
供
（
身
体
障
害

の
子
供
は
二
十
歳
未
満
）
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
現
行
の
母
子
、
準
母
子
年
金

基
礎
年
金
を

　
　
　
　
も
ら
・
つ
に
は

　
　
で
は
、
支
給
を
受
け
る
妻
の
保

　
険
料
納
付
が
問
わ
れ
ま
す
が
、

　
新
し
い
制
度
で
は
、
「
死
亡
者
」

　
　
の
保
険
料
納
付
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
◎
受
給
に
必
要
な
期
間

　
死
亡
者
の
保
険
料
納
付
期
間

（
保
険
料
の
免
除
期
間
を
含
む
）

が
、
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以

上
あ
る
か
、
ま
た
は
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
◎
年
金
額

　
つ
ぎ
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
（
金
額
は
年
額
で
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由

　
す
で
に
、
母
子
、
準
母
子
お

よ
び
遺
児
年
金
を
受
け
て
い
る

人
も
、
年
金
額
は
遺
族
基
礎
年

金
額
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
※
金
額
は
、
す
、
べ
て
五
十
九

　
　
年
度
価
格
で
す
。

区　　　分 基本額 加算額 合　計

妻

子供が1人いるとき 60万円 18万円 78万円

子供が2人いるとき 60万円 36万円 96万円

子供が3人いるとき 60万円 42万円 102万円

子
供

1人のとき 60万円 60万円

2人のとき 60万円 18万円 78万円

3人のとき 60万円 24万円 84万円

　
　
　
7
瓢

　
慣
　
　
　
サ
ビ

　
　
鶴
　
　
旨

　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
、
家
屋

が
倒
壊
し
た
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
方
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
特
別
措
置
を
行
い
ま
す
の

で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
囹
電
気
料
金
の

　
　
　
　
早
収
期
間
の
延
長

　
一
・
二
月
分
の
電
気
料
金
の

早
収
料
金
適
用
期
間
を
そ
れ
ぞ

れ
一
ヵ
月
延
長
し
ま
す
。

電
気
料
金
な
ど
の

　
　
　
特
別
措
置
を
行
い
ま
す

　
囹
不
使
用
月
の

　
　
　
　
基
本
料
金
の
免
除

　
被
害
を
受
け
た
時
か
ら
七
月

分
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
電
気

を
使
用
し
な
い
場
合
は
基
本
料

金
を
免
除
し
ま
す
。

　
團
工
事
費
負
担
金
の
免
除

　
被
害
の
復
旧
後
、
同
じ
契
約

内
容
で
七
月
末
ま
で
に
電
気
の

使
用
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

工
事
費
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。

　
幽
臨
時
工
事
費
の
免
除

　
被
害
の
復
旧
の
た
め
、
七
月

末
ま
で
に
臨
時
電
燈
・
電
力
の

使
用
を
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

臨
時
工
事
費
を
免
除
し
ま
す
。

　
囹
使
用
不
能
設
備
の

　
　
　
　
基
本
料
金
の
免
除

　
電
気
施
設
の
一
部
が
使
用
不

能
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
使

用
不
能
設
備
相
当
分
の
基
本
料

金
を
七
月
末
ま
で
免
除
し
ま
す
。

　
問
い
△
目
わ
せ

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
盈
五
二
－
三
一
〇
七

盈rJサ』げ詐』墜昭和61年2月10日7



　●●
』惣たし聯スポーツ3一ナー、
総合体育館（体育課）852－4377西本町1

市民体育館　　857－5208学校町1

トレーニング実技講習会

さ礁軸一

日　時⇒2月19・26日、3月5・

　　12・19日の各水曜日　（5回）

　　　⇒午後7時30分～9時30分
会　場　総合体育館

申込先　2月17日（月）までに総合体育

　館へ。

※詳細は市報垢号をご覧ください。

学校施設を開放

利用申し込みは

3月1日仕）まで

　小・中学校の体育施設を、学校教

育に支障のない範囲で開放します。

＊開放校

　・中学校……十日町、南、中条、

　　吉田、下条
　・小学校……十日町、西、中条、

　　東、鐙島、飛渡第一、六箇、

　　八箇、東下組、馬場、川治、

　　水沢、名ヶ山、野中

＊利用者　原則として、市内に在住・

　　在勤する人が10人以上で構成

　　する責任者が明確な団体。

＊申込先　利用を希望する団体は、

　　3月1日（土）までに体育課へ。

　　申込用紙は体育課にあります。

2月の体育施設＊

無料開放日は22日仕）です

全国大会出場＋日町スキー選手団

第23回全国中学校スキー大会　　　1
　　　　　　　　　　　　　　ロ　1電％～7　窺妙高高原町　　　　　：

窺距離男子……大嶋次郎（十日
　町）　女子……桑原弥生（十日町）

　関口満恵（吉田）　春日恵美子

　（南）

窺回　転　女子……倉沢明里、堀口

　千恵子、小林里美（いずれも南中）

1虚大回転　女子…・一倉沢明里、倉沢

　香里（いずれも南中）

　第35回全国高等学校スキー大会

　窺％～7　窺長野県白馬村
蹴ノルディック　男子15km……佐藤

　昭則（十日町）　柳博文（十実）

　女子10km……阿部淑恵、千原美子、

　岩田晃子（いずれも十日町高）

　水落麻理子、池田麻子、春日和美、

　（いずれも十実）　岩田敏恵

　（小千谷西）　福島知子（川西）

窺複合生越靖、小林守（いずれ
　も十実）

窺女子リレー　十日町実業、十日町

窺男子回転　樋口光雄、本問大（い

　ずれも十日町）　湯川日出夫（十

　実）

窺男子大回転　本間大（十日町）

　湯川日出夫（十実）

1窺女子回転・大回転

　富井真佐美（十日町）

　第41回国体冬季大会

　　窺％～23　窺北海道倶知安

窺ノルディック

　く男子15km＞　少年の部……佐藤

　昭則　成年3部……品川達平

　〈女子5km＞　少年の部』・…岩田

　敏恵、阿部淑恵

窺アルペン（大回転）

　少年男子……湯川日出夫、本間大

　成年男子1部……滝沢一彦

　成年女子1部……諸里真紀子

幽』法人・家族会員募集

　十日町体力つくりスイミングスクール

　　　盈58－3343
　新しく法人・家族会員制ができま

した。会社、そして家族ぐるみでの

健康づくりにご利用ください。

会費など一
　年間会員　1年間・50，000円

　半年会員　半年間・30，000円

　　（いずれも無記名の会員証を5

　枚発行しますので、いつでも5人

　の方が自由に利用できます）

　保険料1，500円／申込時のみ

　利用料1回200円／1入

《利用時間》
日 月 水 木 金 土

午後1時

　～
午後4時

午後1時～2時

午後7時～8時45分

皆さんも市報づくりに

　参加しませんか

　　“市報とおかまち、は

　　　　　　　　　　　ヤ市で今やっている仕事、こ

れからやろうとする仕事、

また街の話題などを皆さん

に広く知っていただこうと

　　　　　　　　　　　ヤ10日と25日に発行してレ、ま

す。

　皆さんの身近にもいろん

な出来事や古の仕事のこん

なことを知りたいなど、た

くさんの話題、意見がある

かと思います。そうした話

題や意見をお寄せいただき、

皆さんと瀦になった市報

　づくりをと考えています。

　．例えば、掲載中の「話題

の人、大きくなあれ（10日）

＋日町の人（25日）」、また地

域の行事や活動、市のあの

仕事はどこまで進んでし、る

のかなど・・・…。どしどしお

寄せくださレ、

　　　　　の
～総務課企画広報係

　　　㊥213・214～
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下水道受益者負担金圃D

　第4期・下水道受益者負担金の納

期一2月15日（土）～28日㈹　　が近

づきました。納期内にお忘れなく納

めてください。

　　　　　下水道課㊥252

交通安全キャンペーン

シートベルト

100％着用運動

2月1日（土）～3月31日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　

あなたのいのちを守ります

今日からさっそく実行しましょう

　正しく締めましょう◆／

・肩ベルトは肩から外れず、

　また首にあたらず、肩の中

　央にくるように。

・ベルトはねじれないように。

・腰ベルトは腹にかからない

　ように。

・バックルは“カチッ“と音

　がするまで確実に。

1月の交通事故発生状況（）は60年

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 4（6） 5（7） 0（1）

川西町 2（O） 5（0） O（O）

津南町 1（0） 1（O） 0（0）

中里村 1（O） 1（0） 0（0）

小　計 8（6） 12（7） 0（1）

累　誹 綴瑠婆 撚鋪 鰍鱒

　ちびっこ探険学校＊ヨロン島

　春休みは、探険学校に参加してみ

ませんか。

　南の小さなサンゴ礁の島“ヨロン

島“一美しい自然、ふだんの生活

では体験できない世界、新しい仲間

が待っています。

期日3月26日㈲
　　　　～4月2日㈱、8日間
場所ヨロン島と沖縄

対象小学校3～6年生の男女
参加費　79，500円（別に教材費、

　　　事務連絡費として1万円）

締め切り　3月12日㈹

申込先　働国際青少年研修協会

　　（〒160新宿区四谷2－11

　　　大村ビル　智03－359－8421）

雪まつりテレビ放映
　　TNN（日本テレビ系）

2月15日仕）午後4時～4時55分

一一

　瓢湖探鳥会と野鳥の集い

囹日　時　2月23日（日）

　　　　　午前10時～午後3時

囹場　所　北蒲原郡水原町

　　探　鳥　会……瓢　湖

　　野鳥保護の集い……町民憩の家

囹申込方法　はがきに住所、氏名、

　　電話番号を記入して申し込んで

　　ください。

囹申込先　新潟県環境保健部環境保

　　全課鳥獣保護係（〒950新潟市

　　新光町4－1　奮0252－85－

　　5511⑧2699）

　　噸欄業辟糠嚇1蹄

　◇…一部区域　◆…全部区域

2月21日㈹午前9時～正午

　◇高田町3西、丸山町の各一部

　◆高田町3東・3南の全部

2月27日休）午前9時～正午

　◆ニッ屋の全部

寄付窃り瀞とう
　　＊12月26日～1月25日＊
〈社会福祉事業＞

　〉岡村建治　　1，000円　〉高橋

790円　〉佐野写真館　衣類

〉稲和会　1万円……つくし園、な

かまの家へ　〉波形賢治（魚之田川）

機能訓練用くさび2台……保健セン

ターリハビリ室へ

　〉本田欣二郎　10万円　〉創価学

会十日町本部　　127，074円

〉新川屋建設工業㈱　100万円

〉郡市チャリティーコール実行委貝

会　119，043円……以上身障者セン

ター基金へ

〈歳末たすけあい募金〉

　〉関浅カラオケ愛好会　　5，179円

〉長助お客一同　8，899円　〉ボー

イスカウト十日町第1団　25，014円

〈交通遺児等援助基金〉

　レー力食堂お客一同（稲荷町2）

5，400円

　　　　　　　　　ヘー第5代　一

　第5回ミス十日町雪まつり

の審査会が1月26日にクロス

10で行われ、参加28人の中か

ら3人の第5代のミス雪まつ

『）が選ばれました。

　8日、コきユニティ広場で

の雪まつり開会式で第4代の

ミスからバトンタッチされた

3人は、これから1年間、市

の観光行事に、また県内外の

催事に参加し“雪ときものの

まち。のPRに活躍すること

になります。

十日 雪まつり一一よろしくお願いします一一一、

　福原芳子さん
　　（21歳　四日町新田3）

⑨藤ノ木歯科技工所

　　青春の思い出にと

応募しました。十日町

のP　R、また自分の成

長にもプラスさせたい

と思います。

　桑原美佐子さん

　　　　（23歳　山本3〉

⑨津南町立外丸小学校

　　おばさんのすすめ

です。子供たちもよろ

こんでくれました。子

供たちの期待を裏切ら

ないようがんばります。

　阿部由美子さん
　　　（21歳　本町7－1）

⑫滝匠株式会社

　　ミスにあこがれて

iいました。うれしいで

す。いろいろ勉強もし

一生けん命がんばりま

す。

き
嚢
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日
曜
臼
の
晴
れ
た
日
￥
ス
ベ
リ
台
を
作
り
ま

し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
滑
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

動
き
を
表
わ
す
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

⑭

高橋直子さん
（鐙島小2年）

尾身孝幸くん
（鐙島小6年）

　
僕
は
お
ば
あ
さ
ん
の
肩
た
た
き
を
し
ま
し
た
。

顔
が
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。
　
「
気
持
ち
が
い
い

ね
。
ま
た
お
願
い
す
る
よ
し
と
言
い
ま
し
た
。
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52
回
を
数
え
る

　
　
　
　
高
橋
芳
邦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
稲
荷
町
西
・
3
6
歳
）

　
年
々
献
血
を
し
て
く
れ
る
人
は
、
増

．
え
て
い
ま
す
が
、
血
液
の
需
要
は
疾
病

．
の
増
加
、
交
通
事
故
な
ど
で
い
つ
も
た

、
り
な
い
状
況
で
す
。

　
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
協
力
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
り
高
橋

芳
邦
さ
ん
は
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
昭
和

四
十
七
年
病
気
で
手
術
し
た
時
、
大
量

の
血
液
を
必
要
と
し
て
困
り
ま
し
た
。

入
院
先
で
そ
の
血
液
は
献
血
手
帳
で
返

し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
こ
と

・
が
き
っ
か
け
で
五
十
二
回
を
数
え
る
よ

』
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
　
「
職
業
が
ら
ケ
ガ
等
の
危
険
が
伴
い 一14一
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灘
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ま
す
。
い
つ
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
」
。
仕
事
で
市
外
に
出
張
中
、

ゆ
う
あ
い
号
を
見
か
け
る
と
時
間
を
い

た
だ
き
献
血
に
協
力
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。

　
「
わ
た
し
の
会
社
で
も
、
一
～
三
回

は
献
血
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
昼
休

み
時
間
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

配
慮
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
協
力

者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
百
回
を
目
標
に
健
康
で
あ
る

限
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
。

　
両
親
、
奥
さ
ん
と
子
供
二
人
の
献
血

一
家
で
す
。
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　人ロのうごき
■人　口　48，322人（一4）

　　　男　23，741人（±0）

　　　女24，581人（一4）

■世帯数　12，359　（一7）

〈1月31日現在・住民基本台帳＞

鬼は外・雪も外！

　
　
ち

　
　
た

　
　
魂

糞
無
　
　
陸

　
　
↑

　
　
斉

　2月3日は節分の日。駅通りのアーケー

ドにも、赤鬼と青鬼が午後3時、5時、7

時と出没。お客さんの投げる豆にたまらず

悲鳴をあげていました。

　これは、駅通り商店街の人たちがお客さ

んとのコミュニケーションを図ろうと、ま

た豪雪を吹き飛ばそうと計画したものです。

　「大雪で商売も大変。だからみんなのエ

ネルギーが必要なんです」とは、ある鬼の

話でした。

■No．14■

　　　　　　　　　　　　ひろあき
　　　　　　　馬場大陽くん（1も．齊）

　　　馬場康夫・一枝さん（魚之田川）長男

　僕、ひろあき。お父さんが「大きく，明るい

子になるように」とつけたんだ。生まれた時、

3．6キロだって。何でも食べるし健康だよ。雪

になる前は、町内一周の散歩をおばあちゃんと

毎臼したよ。早く春にならないかな一。

　「名前のように，伸び伸びと素直な子になっ

て」とお田さんは言ってるヨ。

編
集
室
か
ら
麟
．

　
今
年
も
大
雪
に
な
り
ま
し
た
。
連
日

連
夜
の
排
雪
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

道
路
の
ス
ム
ー
ス
な
確
保
は
難
し
く
各

所
で
渋
滞
や
立
往
生
の
車
、
そ
し
て
わ

ず
か
な
端
を
歩
く
人
々
の
姿
が
目
に
つ

き
ま
し
た
。

　
屋
根
雪
を
下
ろ
し
た
後
、
玄
関
前
は

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
の
に
あ
と
は
そ

の
ま
ま
と
い
っ
た
、
こ
ん
な
光
景
も
加

勢
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
下

ろ
し
た
雪
を
す
べ
て
人
力
で
片
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
少
し
で

も
道
路
を
広
く
す
る
、
そ
ん
な
姿
勢
も

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
何
日
か
豪
雪
状
況
を
見
て
歩
き
、
ふ

と
そ
ん
な
思
い
が
し
ま
し
た
。
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